






































年）、第二段階は萌芽期（1911 〜 1927 年）、第三段階は成長期（1928 〜 1951 年）、


































雑誌項目 政治 外交 経済
社会
文化
歴史 専稿 人物 書評
学術
信息
1985–1994 	 68 	 89 244 171 28 	 31 	 79 	 41 	 56
1995–2004 107 120 193 158 37 	 27 	 46 	 55 	 96
2005–2014 114 132 193 140 34 	 47 	 10 	 	 7 136
合計 289 341 630 469 99 105 135 103 288
注：	（1）『日本学刊』の 1985 年から 2014 年までの総目録より、筆者作成。
　　	（2）1985 年第 1 号〜 1990 年第 6 号は、誌名『日本問題』、1991 年第 1 号〜 2014 年第 6 号は、誌名
『日本学刊』である。
　まず、表 1 にみたように、各項目のなかで経済関係の論文総数は、630 篇で
あり、最も多くを占めていた。これは、中国の経済発展を反映して、社会のニー










　1985 年第 1 号から 2014 年第 6 号の『日本学刊』に公表された論文をみると、
1	 	 2015 年以後、『日本学刊』の項目は合併したため（例えば政治と外交が「政治　外交」に
なり、社会文化と歴史が「社会文化　歴史」になった）、掲載論文を分類しにくい。このた
























　まず、1990 年	5 から 2018 年まで、『中国社会科学』、『社会学研究』および『社
2	 	 中国社会科学雑誌社ホームページ：http://sscp.cssn.cn/zgshkx/zgshkx201812/.		2018 年
12 月 15 日最終アクセス。
3	 	 社会学研究ホームページ：http://www.shxyj.org/.		2018 年 12 月 15 日最終アクセス。
4	 	 社会ホームページ：http://www.society.shu.edu.cn/CN/volumn/home.shtml.		2018 年 12
月 15 日最終アクセス。









雑誌名 中国社会科学 社会学研究 社会
1990–1999 22 19 35
2000–2009 10 10 19
2010–2018 10 	 7 	 5
総計 42 36 59
注：	中国の CNKI（China	National	Knowledge	Infrastructure）の
データベースで、「日本」をキーワードで検索した結果である。
　三つの学術誌とも、1990 〜 1999 年に発表された論文数が一番多かった。そ
の後、2000 〜 2009 年には、日本研究の論文総数は大幅に減少した。一見する
と、日本研究が急に減少したと思われるが、それぞれ雑誌に掲載された内容を
みると、これは 1999 年以前の雑誌の内容構成と関わっていることが分かる。









　次に、1990 年から 2018 年までの日本についての研究内容をみると、主とし




























　1990 年から 2018 年までに、多くの研究成果が発表された。これらをすべて
取り上げることはできないが、以下で、各時期の代表的な論文を取り上げ、当
時の研究状況をみることにする。












がキーワードを抽出することにした。1990 〜 1999 年に発表された論文は、三つの学術誌と









































































　2011 年 5 月 18 日に、中国社会科学院日本研究所創立 30 周年および中華日本
学会の研究大会	8 が開催された。その会場で、日本研究領域の 10 名の専門家は、
中日関係、日本政治、日本外交、日本経済、日本社会、日本文学、日本文化、


















8	 	 『日本学刊』編集部「30 年来中国的日本研究概況：中華日本学会 2011 年年会暨学科総述
検討会発言摘要」『日本学刊』第 3 号（2011）。
9	 	 王偉「歩入発展時期的日本社会研究」『日本学刊』第 3 号（2011）、37–42 頁。
10	 鄧之湄「“中国的日本研究―历史与未来”学术研讨会在天津举行」中国社会科学院、2016
年 11 月 25 日（http://cass.cssn.cn/keyandongtai/xueshuhuiyi/201611/t20161125_3289518.
html）。
108　楊　春華
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